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和医療における薬剤師の関わりと現状の問題点】 当初,
在宅にて薬剤師が関与するようになり,最も散見された
事は在宅における残薬の多さとその保管方法であった.
薬剤師は服薬に対して患者の背景を理解し,その方に
合った服薬支援を提供してゆく必要がある.患者の中に
は,麻薬を怖いものと捉え,医師に処方をしてもらうが,
我慢し服薬せず,QOL低下を余儀なくされている事も
あった.入院し適切な薬物治療が開始されたにも係らず,
退院後にこのような状況にならないよう,退院時からか
かりつけの薬局を持ち,薬剤師が関与してゆく必要があ
る.薬の効果,副作用の説明については,患者以外の家族
の意向も確認しつつ,その状況 (経済状態,心理状態)に
応じた臨機応変の対応が必要になってくる.これらをよ
り良いものにしていく為には,臨床現場の医師・看護師・
患者及び家族から得られる情報から,今やるべきこと,
改善すべきことを吸い上げ,行動していくことで,より
おもてなしの緩和ケアに近づいていくのではないか.現
状,これが出来ていないのが問題である.【今後の対応】
全ての職種が同じベクトルを向き,情報を共有し,そし
て各々の専門的知識を発揮することで,十分なイン
フォームド・コンセントが図れ,結果として適切な薬物
治療に繫がると考える.昨今,麻薬の種類・剤形も多種多
様である.私たち薬剤師はシームレスに患者さんに対応
すべく,連携を深め,知識を高めてゆく必要がある.何よ
りも重要なのは,志を持って緩和医療に接し,患者・家族
からの信頼を得ることである.
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わが国における医療用麻薬の使用量は,増加傾向には
あるものの依然として諸外国に比して少ない現状が続い
ており,がん患者への疼痛緩和への取り組みは十分とは
言い難く,医療用麻薬の適正使用推進が求められている.
群馬県においても,がん対策基本法及び群馬県がん対策
推進条例に基づき,緩和ケアの充実,在宅医療の推進と
あわせ,医療用麻薬の適正使用推進に資する様々な施策
を行っている.群馬県では昨年度より,厚生労働省の「在
宅での医療用麻薬使用推進モデル事業」に参加している.
昨年度は太田市を実施地域とし,今年度は新たに前橋市
を実施地域に加え,オンラインシステムと麻薬小売業者
間譲渡許可を活用した事業を実施した.具体的には,ま
ず市内全域を対象とした麻薬小売業者間許可を取得し
て,広域での麻薬の融通を可能にし,あわせて,実施地域
内の麻薬製剤に関する情報を管理するオンラインシステ
ムを導入する.これにより,在宅医療を担う医療機関の
情報や,薬局における医療用麻薬の在庫情報を地域で共
有し,地域に必要な麻薬製剤の種類や,地域全体での在
庫量を把握することが可能となる.共有した情報を麻薬
診療施設における麻薬使用の参考とするとともに,必要
に応じて麻薬小売業者相互で譲渡・譲受を行うことで,
医療用麻薬を適正かつ円滑に患者に提供することが可能
となるシステムである.2年間のモデル事業実施結果と
あわせ,取得要件が緩和された麻薬小売業者間譲渡許可
について紹介するとともに,関連する研修・講演会など,
県実施事業の今後の展開について説明する.
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